
問題と目的

社会的に自立した存在へと移行していく過程に

ある青年は，精神的苦痛や心理的 藤に伴う不快

な情動を多く経験するといわれている（生越 ,

1976）。しかし，そのような不快な情動と対峙す

ることができず，あらかじめそれを回避しようと

する傾向の強い青年も存在する（福森・小川 ,

2005）。従来，不快情動の回避という現象につい

ては，回避的コーピング (e.g., Carver, Scheier, &

Weintraub, 1989) や，抑圧性 (Byrne，1961)，体験

の回避 (Hayes, Wilson, Gifford, Follette, & Strosahl,

1996; Hayes, Strosahl, Wilson, Bissett, Pistorello,

Toarmino, Polusny, Dykstra, Batten, Bergan, Stewart,

Zvolensky, Eifert, Bond, Forsyth, Karekla, & Mc-

Curry, 2004) など，主に反応的・行動的な各側面

から研究されてきたが，福森・小川 (2005) は特に

その特性的側面に着目し，“ある出来事によって

喚起される不快な情動（抑うつ・不安），またそ

れに伴う苦痛を実感し，自らのものとして受け止

め向き合うことの困難さ”を表す心理的特性を

“不快情動回避心性”と名付け扱っている。つま

り不快情動回避心性とは，回避・否認といった対

処行動そのものではなく，その背景に存在する，

不快情動との直面の困難さを示す特性として理解

される。

一方，青年期には親からの心理的な自立がみら

れ，友人関係が情緒的な拠り所として重要な位置

を占めるようになるとされている（柴橋, 2004）。

また，親密な友人関係は，青年の人格形成や社会

性など種々の発達に大きな影響を与えるといわれ

ている（高橋, 1983; 岩永, 1991）。しかしその一方

で，現代青年の友人関係の特徴として，表面的な

親密さや楽しさを求め，関係が深まることや互い

が傷つくことを恐れるといった傾向が指摘されて
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いるように（岡田, 1995），その関係は今や，非常

に表面的また希薄であるとされることが多い。榎

本 (1982) は，このような，互いに自分の欲求や感

情を抑圧し深入りしないような関係において，人

は情緒的満足を得られず常に不充足感を抱き，そ

の健全な成長が妨げられることを指摘すると共に，

そのような状態からの脱却における自己開示の重

要性について言及している。

自己開示とは，“他者に対し自分自身の情報を

伝えること”と定義される (Collins & Miller, 1994)。

自己開示は，相手に対して親密な感情を抱いてい

ることの表明であると同時に，相互の関係の強化

因として重要な働きをもつものである（榎本 ,

1997）。つまり青年は自己開示を通して，他者と

より深遠なレベルでの関係を築いていくものと考

えられる。しかし，そうであるからといって人は

いつもためらいなしに自己開示を行うわけではな

く，場合によってはなかなか自己開示することが

できないこともある。そのような自己開示の心理

的抑制要因に関する研究はいくつか行われている

が，なかでも片山 (1996) は，特に否定的な内容の

自己開示において，他者との関係における自身の

印象を管理する場合や，自分自身への悪影響を防

ぐ場合に，自己開示が抑制されることを示してい

る。つまり，自己開示が他者との相互関係および

自分自身に悪影響を及ぼす可能性を考えるという

ように，自己開示することや開示した結果に対し，

自己の傷つきがもたらされるという否定的な予測

をした場合，人は自己開示に抵抗を示すと考えら

れるのである。

このことからも分かるように，自己開示には，

開示者の傷つきがもたらされる危険性が常に付き

まとう。よって，前述したような不快情動回避心

性の強い青年は，不快な情動が生起することを何

とか回避しようとするために，自己開示すること

に伴い自分にもたらされる上記のような悪影響を

敏感に予測しやすいのではないかと考えられる。

そしてその結果として，自己開示することに抵抗

感を感じやすくなり，榎本 (1997) の指摘のように

本来は自己開示を通して構築されていくはずの親

密な友人関係をもつことができず，相互の表面的

な関わりに終始してしまうことが予想される。こ

こに，自己開示に伴う傷つきの予測を介した，不

快情動回避心性と現代青年に特徴的な友人関係の

もち方とのつながりが示唆される。

これまで，不快情動の回避との関連では，破壊

的行為 (Burks & Harrison, 1962; Weinberger &

Gomes, 1995)， 非 行 （ 河 野 , 2001）， 自 殺

(Baumeister, 1990)，アルコール摂取 (Cooper, Rus-

sell, Skinner, Frone, & Mudar, 1992) といった個人の

示す種々の不適応行動に主に焦点を当てて論じら

れてきた。それに対し，不快情動の回避が，具体

的にどのような友人関係のもち方に影響を及ぼす

のか，という個人を取り巻く対人的要因とのつな

がりに関する言及はほとんど認められない。しか

し，そのつながり方が明らかになることにより，

不快情動を回避する傾向の強い青年の現状理解の

促進と共に，そのような青年たちに対する介入の

可能性および方向性を拡充することが可能となる

と考えられる。

以上より本研究では，不快情動回避心性は，自

己開示に伴う傷つきの予測を媒介して表面的な友

人関係へとつながる，という因果モデルを想定し，

その検証を行うことを目的とする。

方　　法

調査対象者

関東圏の大学生計 190 名（男性 61 名・女性

129名）から得られたデータを分析の対象とした。

対象者の平均年齢は 20.58歳 (SD�1.02) であった。

質問紙の構成

1) 不快情動回避心性

福森・小川 (2005) によって作成された不快情

動回避心性尺度，全 10項目を用いた。この尺度

は，個人が，抑うつ・不安という不快な情動体験

を回避しようとする傾向を捉えるものである。回
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答は，“非常にあてはまる”（7点）から“全くあ

てはまらない”（1点）までの 7段階評定で尋ね

た。分析では，不快な情動との直面が困難である

ほど得点が大きくなるように加算した後それを項

目数で割り，得られた平均評定値を尺度得点とし

た。なお，福森・小川 (2005) により，この尺度

に十分な信頼性と妥当性が示されている。

2) 自己開示に伴う傷つきの予測（以下，傷つ

き予測）

片山 (1996) によって作成された，自己開示の否

定的効果に関する項目の下位尺度である“対自的

傷つき”（5項目），“対他印象の低下”（4項目）

計 9項目を使用した。この項目は，実際に他者に

対して自己開示した場合に予想される否定的な効

果について測定するものであり，今回用いられた

2下位尺度は，自己開示による自分自身への悪影

響（“対自的傷つき”），他者から拒否されること

や他者に対する自己の印象低下（“対他印象の低

下”）に関するものである。本尺度は本来，3下位

尺度からなるものであるが，相手に話すことに

よって良い効果が得られることを否定するという

項目からなる“無効性”に関しては，積極的に自

己の傷つきを予測する内容ではないと判断したた

め，本研究では用いなかった。また，片山 (1996)

では，具体的な自己開示状況提示の後にその否定

的な効果予想に関する評定を求めているが，本研

究では普段のより一般的な傾向について尋ねるた

め，教示の一部に変更を加え，「あなたが自分自

身のことを他者に話す場合」という一般的状況に

ついて回答を求めた。回答は，“おおいにありそ

うだ”（5点）から“ありそうにない”（1点）ま

での 5段階評定で尋ねた。

3) 友人関係

岡田 (1995) の友人関係尺度，全 17項目を使用

した。この尺度は，現代青年に特徴的な友人関係

について捉えるものであり，友人に気を遣いなが

ら関わる“気遣い”（6項目），深い関わりを避け

て互いの領域を侵さない“ふれあい回避”（6項

目），集団で表面的な面白さを志向する関わり方

を示す“群れ”（5項目）の 3下位尺度から構成さ

れている。回答は，“非常にあてはまる”（4点）

から“全くあてはまらない”（1点）までの 4段階

評定で尋ねた。分析では，各友人関係特徴を有す

るほど得点が大きくなるように加算した後それを

項目数で割り，得られた平均評定値を尺度得点と

した。なお，岡田 (1995) では因子分析（主因子

解・バリマックス回転）によって 3因子構造が確

認されており，この尺度の因子的妥当性が認めら

れている。

調査の手続きおよび倫理的配慮

講義時間中に質問紙を配布して調査を依頼し，

回答終了後その場で回収した。最初に対象者は，

フェイスシートに必要事項（所属，性別，年齢）

を記入した上で質問項目への回答を始めるように

教示された。なお，調査への参加は自由意思によ

ること，無記名回答とすることにより個人の匿名

性は守られることを口頭で説明した。

結　　果

自己開示に伴う傷つきの予測に関する項目の因子

構造の確認と各変数の信頼性

自己開示に伴う傷つきの予測について，元尺度

（片山, 1996）では 3因子構造が適当と考えられて

いたものから今回は 2下位尺度のみを取り出し，

また教示の一部も変更して使用したため，改めて

因子構造の確認を行った。2下位尺度に含まれる

全 9項目について因子分析（主因子解・バリマッ

クス回転）を行った結果，固有値の推移より，1

因子解が適当と判断された。因子分析の結果を，

Table 1に示した。また，信頼性係数として Cron-

bachの a 係数を算出したところ，a�.88と十分

な値が得られた。以後の分析では，全 9項目の評

定値合計を自己開示に伴う傷つきの予測をしやす

いほど得点が大きくなるように加算した後，それ

を項目数で割ったものを尺度得点として使用した。

また，その他の各変数についても Cronbachの
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a 係数を求めたところ，不快情動回避心性尺度で

a�.89，友人関係尺度の気遣いで a�.63，ふれあ

い回避で a�.62，群れで a�.68という値が得られ

た。友人関係尺度の a 係数については決して高い

値とはいえないものの，変数としての使用には耐

えうる値と判断し，そのまま用いることとした。

性差の検討および各変数間の相関

不快情動回避心性，傷つき予測，および気遣

い，ふれあい回避，群れという友人関係の各変数

について，男女別に平均値と標準偏差を算出した。

その結果を Table 2に示した。また，一般に男性

よりも女性の方が親密な会話を好むことが指摘さ

れており (Reis, Senchak, & Solomon, 1985)，更に，

多くの研究において男性よりも女性の方が自己開

示度が高いという報告がある（榎本, 1997）こと

も考慮し，各変数における得点の男女差を検討す

るため t検定を行った。その結果，いずれの変数

においても，男女の得点間に有意な差異はみられ

なかった。

次に，各変数間の相関係数を算出した結果

(Table 3)，不快情動回避心性と傷つき予測との間

に正の相関 (r�.33, p�.01) が，不快情動回避心性

と友人関係における気遣いと群れとの間にいずれ

も正の相関（順に r�.31, p�.01; r�.23, p�.01）が

みられた。ただし，不快情動回避心性とふれあい

回避との間に有意な相関は認められなかった。ま

た，傷つき予測と友人関係の気遣い，ふれあい回

避との間に正の相関 (r�.17, p�.05; r�.24, p�.01)

が認められた。友人関係尺度内の変数については，

気遣いと群れとの間に正の相関 (r�.28, p�.01) が

みられたが，ふれあい回避と他の友人関係変数と

の間に相関は認められなかった。

パス解析

不快情動回避心性が友人関係に及ぼす影響を検

討するために，構造方程式モデリングによるパス

解析を行った。想定した因果モデルは，先述のよ

うに，不快情動回避心性－傷つき予測－友人関係
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Table 3 各変数間の相関係数

傷つき
気遣い

ふれあい
群れ予測 回避

不快情動回避心性 .33** .31** .06 .23**

傷つき予測 .17* .24** .05

気遣い .11 .28**

ふれあい回避 �.10

** p�.01, * p�.05

Table 2 各尺度得点の男女別の平均値・標準偏差

男性 女性

Mean SD Mean SD

不快情動回避心性 3.93 1.19 3.99 1.08

傷つき予測 2.78 .75 2.72 .87

気遣い 2.63 .42 2.70 .46

ふれあい回避 2.51 .45 2.45 .45

群れ 2.68 .53 2.65 .52

Table 1 自己開示に伴う傷つきの予測に関する項目の因子分析結果

質問項目（a�.88） F 1

相手から悪いイメージで見られるようになるだろう .80

話した後，私はみじめな気持ちになりそうだ .77

こんな話は，するべきでない気分になるだろう .71

こんな話をすると，相手が私と距離を置くようになりそうだ .71

こんなことを話すと，相手から嫌われそうだ .70

話した後，自分自身がダメな人間に思えそうだ .64

話してみても，相手にうまく表現できないだろう .62

こんな話をすると，今後自分は相手に対して弱い立場になりそうだ .60

話すことでその事実を再確認しそうでいやだ .50

寄与率（%）45.75



という流れであった。その際，前段階の変数すべ

てが，次段階の変数すべてに影響を与えるパスを

仮定した。

分析結果のパス・ダイアグラムを Figure 1に示

した。データとモデルの適合度については，

GFI�.973，AGFI�.938，RMSEA�.067という値を

示した。標準偏回帰係数をみると，不快情動回避

心性から気遣いと群れに直接的な正の影響が認め

られた（それぞれ，b�.31, p�.01; b�.22, p�.01）。

また，不快情動回避心性からふれあい回避への影

響については，傷つき予測が媒介要因となった

（不快情動回避心性－傷つき予測： b � . 3 3 ,

p�.01 ；傷つき予測－ふれあい回避： b �.22,

p�.01）。ただし，不快情動回避心性からふれあい

回避への直接的な影響は認められず，また，不快

情動回避心性から気遣い，群れへの影響について，

傷つき予測は媒介要因とはならなかった。

考察および今後の課題

不快情動回避心性から友人関係の持ち方への影

響について，気遣いと群れへは直接効果のみが認

められ，一方，ふれあい回避へは自己の傷つき予

測を媒介した間接効果のみが認められた。このよ

うな影響の仕方の違いについては，それぞれの友

人関係スタイルの特徴が関係していると考えられ

る。

つまり，友人関係尺度内において気遣いと群れ

の間にのみ関連が示唆されたことからもみられる

ように，気遣い・群れとふれあい回避とはそれぞ

れ異なった特徴をもつ可能性があると考えられる。

ここで，岡田 (1995) の指摘を元にすれば，気遣

い・群れとは，自分を押し殺したり，集団内での

表面的な雰囲気作りを志向しながら他者との関係

の保持に努めるような関係のもち方であるといえ

る。それに対し，ふれあい回避とは，他者との間

に積極的に壁を作り，一定の距離をとろうとする

ような関係のもち方であると考えられる。つまり，

関係の中に身をおこうとするか否かという違いが，

両者の間には認められるとみることができる。

このような観点に立って考えると，まず，不快

情動回避心性から気遣いと群れへは直接効果のみ

が認められたことから，自らの不快情動との直面

の困難さは，周囲との関係を保ちながらも，他者

優先的で消極的な友人関係につながりやすいこと

が窺われる。また結果から，不快情動との直面の

困難さが自己の傷つき予測を高めることが示唆さ

れたが，そのことによって，自分を守ることに意

識は集中し，他者との間に積極的に壁を作り一定

の距離をとった，自己優先的なふれあい回避的関

係のもち方が促進されるものと考えられる。

このように，不快情動の回避が直接，他者との

ふれあいの積極的回避につながっていかず，気遣

いと群れの方につながっていることは，注目に値

する結果であるといえる。このことについては，

社会的排斥 (social exclusion) という視点からの考

察も可能である。社会的排斥とは，当人にとって

重要な社会的集団からの排斥を指す概念であるが，

このことが例えば不安や抑うつといった情動的苦

痛を招くという指摘がある (Leary, 1990; Baumeis-

ter, DeWall, Ciarocco, & Twenge, 2005)。従って，

不快情動を回避しようとする人は，そのような情

動的苦痛を生起させたくはないがために，集団か

ら積極的に距離をとることによって仲間はずれに

されたり孤立してしまったりすることを避け，む

しろ集団の中に身をおいて表面的に円滑な関係に

努めることを選択しやすいとも考えられる。ただ
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Figure 1 不快情動回避心性と傷つき予測，友人関係の
パス解析モデル

注 1．数値は標準化されたパス係数を表している。
また，誤差変数 eの図示は省略した。

注 2．5%水準で有意なパスのみ記載した。
注 3．** p�.01。



し彼らは同時に，自己開示することで自らが傷つ

くことを予測しやすく，よって，例えば周囲から

自己開示を求められる等でそのような状態に至っ

た場合には，集団から排斥され孤立することより

も，傷つきを避けて自ら人間関係から距離をおく

ことの方が本人にとっては受け入れやすいという

ことも同時に本結果からは読みとることができよ

う。つまり，状況因およびそれと関連した内的状

態の如何によって，彼らの友人関係のもち方は異

なったかたちをとる可能性がある。

以上のように，本研究においては，直接的ある

いは間接的に不快情動の回避が青年期の表面的な

友人関係の持ち方へとつながっていくことが窺わ

れた。しかし今回の結果において，ふれあい回避

については想定された通りの因果モデルが示唆さ

れたものの，気遣い・群れに関しては，想定され

ていたような媒介モデルは認められなかった。つ

まり，榎本 (1982) において表面的な友人関係から

の脱却に重要とされた自己開示であったが，実際

にそこに関わりをもつことが示唆されたのは，友

人関係の中でも特に，ふれあい回避的な友人関係

のみであった。このことはつまり，ふれあい回避

タイプの友人関係のもち方には，傷つきの予測へ

の介入という自己開示を念頭に置いた関わりが有

効であることを窺わせる結果であるといえる。そ

の一方で，不快情動の回避から他の二つのタイプ

の友人関係へとつながる過程には，他の媒介要因

が存在する可能性も考えられる。よって，今後の

課題としてはまず，そのような他の媒介要因を特

定し，より全体的なプロセスについて検討してい

く必要性があろう。そのことがひいては介入の可

能性に関する更なる示唆へとつながっていくと考

えられる。また，最後に，先行研究（Reis et al.,

1985; 榎本, 1997）から予想された性差が本研究に

おいて認められなかったことに関して，本研究で

は男女の人数比に偏りがあったことによる影響の

可能性も考えられる。よってこの点に関しては，

あくまで本研究サンプルによる分析から示唆され

た一つの可能性であることを考慮に入れ，今後更

なる検討を行っていく必要があろう。
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The purpose of this study was to examine how avoidance of negative emotions affected friendship orien-

tation among Japanese young adults today. We hypothesized a causal model that avoidance of negative emo-

tions resulted in superficial friendship, mediated by anticipation of hurt feeling after self-disclosure. In this

study, 190 college students, 61 men and 129 women, completed a questionnaire. Results of structural equa-

tion model analysis indicated that avoidance of negative emotions directly influenced two aspects of friend-

ship orientation: group formation and caring for friends. It also demonstrated that the avoidance had a sig-

nificant effect on avoidance of intimate relationship with friends, which was mediated by the anticipation of

hurt feeling. The results suggested that avoidance of negative emotions by young Japanese directly and in-

directly resulted in superficial friendship.

Key words: avoidance of negative emotions, friendship orientation, anticipation of hurt feeling, 

self-disclosure, young adult


